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経 絡 補 助 脈
1 手太陰肺経 手に向かう肺の太陰経 1 督脈 背の正中経脈 (正規的な陽の補助経)
2 手陽明大腸経 手に起こる大腸の陽明経 2 任脈 腹の正中経脈 (正規的な陰の補助経)
3 足陽明胃経 足に向かう胃の陽明経 3 衝脈 経を結び活気づかせる補助経
4 足太陰牌経 足に起こる牌.輝の太陰経 4 帯脈 経を結ぶ帯状の補助経
5 手少陰心経 手に向かう心の少陰経 5 陽踊脈 連絡する直立した陽の補助
6 手太陽小腸経 手に起こる小腸の太陽経 6 陰踊脈 連絡する直立 した陰の補助
7 足太陽勝月光経 足に向かう勝脱の太陽経 7 陽維脈 結紫する陽の補助経
8 足少陰腎経 足に起こる腎●生殖器の少陰経 8 陰維脈 結紫する陰の補助経












































































































































































































< 『中国の美術1彫刻』淡交社、 1982> < 『日本の美術267』至文堂、 1988>
古代静功基本姿勢図(坐禅図) 古代静功基本姿勢図(臥禅図)

































































気の呼吸法 (気功法では 内̀気功, )
1. 体の内側から外側への意識の流れをつくる (家の中か ら外を見ているような感 じ)○
2. 気の空間に包まれている感覚をつかむ (気の海に浮かんでいるような感覚)○
3. 足裏のツボ 湧̀泉, に皮膚の内側から意識を当て、息 をそこから静かに吐く○それによっ
てー
4 . 一演泉, を中心 にバイブレーションが起 こり、足先か ら発散が始まり、涼 しくなる○
5. 脚の外側が涼 しくなり、内側が温かくなる○
6 . 腕の外側、上半身全体の外側が涼しくなる (手の平の 労̀宮, を中心にバイプ レー シヨ
ンが起 こる)○
7. 丹̀田, が温か くなる (全体の発散が強 くなるほど 丹̀田, に気は集中する)○
湧泉 ;足の発散の中心、労宮 ;手の発散の中心
気の通 し方 (気功法では 外̀気功, )
1. 相手 に波長を合わせる. 互いの気の空間を 1つに して共有する○
●意識の集中の仕方としては、ジツと見つめる感 じというよりはボーッと見る感 じ○眼 の
集中というより耳の集中という感 じ○全身で周囲の気配を感 じとる○
●音楽を聞 くときの感 じで言えば、音楽を対面的に聞 くというより、音楽の中に入 りこむ
感 じ○意識 としては無心の状態になっているのがよい○
2. 呼吸は、集中が高まるほど、自然に深 くなる○それによって-
3. 体の中が温か くなる○体表、手足にバイブレーションが起こる○これは細かいほど良 い
(この反応は気を通 される側、通す側に同様に起る○以下 も同様)○
4 . 皮膚の表面が涼 しくなる (手足の末端→脚 ●腕の外側→体幹→頭の順にいきやすい)○
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